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校長室より 
校 長  松 井 幹 夫 

 

Д̻ ̸ ѲҟѸ҇ѫҢ҈҉ѧѵѷѥҟѺ̹ 
平成１８年（２００６年）「戌年」がスタートしました。 

皆様おそろいで新しい年をお迎えのことと存じます。 

年初に当たり、子どもたちはもちろん運営委員会の皆様、保護者の皆様、学校関係者の皆様方が今年も健

康で心穏やかに活躍される年でありますよう祈念いたします。 

ところで、年が明けると、皆様ご存知のとおり、「一月は行く（往ぬる）」「二月は逃げる」「三月は去る」

と言われますように、三学期はいつの間にか過ぎていき、卒業式や修了式・離任式を迎えることになります。

授業日数は、中学部３年生は３８日、小学部６年生は４４日、その他の学年は４８日です。 

学年のまとめの三学期がスタートしましたので、子どもたち一人ひとりが心身ともに健やかな成長に向か

って頑張ってほしいと心より願っております。 

三学期は、一年のまとめの学期ですが、次年度への準備の学期でもあります。子どもたちはもちろん、私

たち教職員もぬかりなく反省評価し、次年度の準備を進めていきます。 

今後とも、本校教育の推進にご支援ご協力を賜りますよう、切にお願いいたします。 

Е̻ ᾜҏ ├ ҰҬ 
昨年、７月中旬から９月末にかけて、台湾に大きな台風が３度上陸し、本校も甚大な被害を受けました。

取り分け８月３１日（水）から９月１日（木）に襲来した台風１３号は、瞬間最大風速５０ｍという想像を

絶するものでした。そのときに破損した『校舎と体育館の間の軒天』の全面張替え工事が、元日のみ休みで

１２月２３日（金）から１月４日（水）まで行われました。子どもたちの学校生活に長い間不便をかけてき

ましたが、以前にもまして強そうな覆いが完成しましたことをご報告します。 



これで、本年度予定していました、「学校周辺外部フェンス追加かき上げ侵入防止工事」「学校内機械警備

監視システム強化工事」「防球ネット張替え工事」等、子どもたちの安全に配慮した工事が終了しました。 

 

Ж̻ Ѯ Ң ѭ ҰҭҟѺ 
冬休み中の課題として子どもたちが書き初めを書きました。小学部１・２年生は硬筆、小学部３年生以上

は毛筆です。今月中旬、約１週間にわたって校内書き初め展を実施します。保護者の皆様、是非子どもたち

の作品をご鑑賞いただければと存じます。 

 

ₓ （土）日１２月１～（月）日６１月１年８１成平：‮ 

 ：台中日本人学校１階廊下 

 

Ж̻ ῃ ̼ ῃ  
【小学部】              【中学部】 

１年生   ２１名          １年生   １１名 

２年生   ２２名          ２年生    ９名 

３年生   １７名          ３年生   １３名 

４年生   １５名          （中学部合計  ３３名） 

５年生   １６名  

６年生   １４名 

（小学部合計  １０５名）             〈１月５日現在〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



窓 

 

 １２月２０日(火)、２２日(木) トマト狩り 

 

 

 

 

 

 

 

 学年を４つのグループに分けて、学校のすぐ近くの畑へトマト狩りに行きました。真っ赤なトマトばかりで

はありませんでしたが、トマトをそっと上に持ち上げることで簡単に収穫できました。学年を超えた交流もで

きて良かったです。 

 

 １２月２３日(金) 終業式 

 

 長かった２学期もこの日で終わりです。中学部２年、小学部５年の児童生徒から２学期の行事を振り返って

の感想や、３学期に向けての気持ちをしっかりとした言葉で発表しました。 

 また中学部３年の生徒が、読売新聞衛星版作文欄の年間優秀作品として表彰されたことの報告がありました。

本校では２人目の表彰でした。そして１１月読書月間の多読賞として４人の児童生徒が学習委員から表彰され

ました。 

 



 

クラス紹介       小学部３年 
 

「２００５年、そして２００６年」 
小学部３年生が２００５年を振り返り、新しい年２００６年への思いをまとめました。 

 

 

２００５年は、マラソン大会、運動会、もちつき大会、学習発表会、しゅくはく学習、汝 國小との交流会

がありました。２００６年は楽しいことがいっぱいあったらいいなぁとおもいます。でも帰る人もいます。ち

ょっと悲しいけれど、２００６年は、とてもいい年にしたいです。 

 

２００５年で一番楽しかったことは、汝 國小との交流会でした。汝 國小では、足に風船をつけて、足に

つけている風船をわるゲームをしました。風船をふくらませてハエやカ、ハチなどを作りました。二番目に楽

しかったことはマラソン大会です。なぜかというと、３年生で２位、３・４年生で５位だったからです。２０

０６年はマラソン大会で１位になってメダルをもらいたいです。 

 

２００５年で一番うれしかった日は、１１月１８日の金曜日です。その日は汝 國小に行って、家に帰って

から４番目のいとことそのお父さんお母さんと、６番目のいとことわたしとわたしのお母さんでチャラフの遊

べる所に行って遊びました。あとハリーポッターを見に行っておばあちゃんの家で遊びました。２００６年は

２００５年よりおもしろい遊びをしたいと思います。 

 

２００５年は、マラソン大会や運動会、しゅくはく学習、汝 國小との交流会といろいろな行事に出ました。

だけど、もうすぐこの１年が終わります。もうすぐ４年生になって、マラソン大会では足がもっと速くなった

り、運動会で勝ったりして、２００５年よりもっと楽しい２００６年にしたいと思います。 

 

２００５年、１学期に運動会があった。みんなががんばって白組が勝った。２学期に秋祭りがあった。水泳

記録会があった。メダルはもらえなかったけれど、自分の新記録が出せてよかった。２００６年は、水泳記録

会は学校の新記録を出してメダルをもらえるように、いっぱい練習してがんばる。 

 

２００５年は、運動会は休んだけれど、しゅくはく学習、校外学習、水泳記録会、汝 國小との交流会、学

習発表会、マラソン大会など、１年でいろいろな行事がありました。２００６年は４年生になります。４年生

になっても、いろいろな行事で楽しみたいです。気持ちよく２００６年を送りたいです。 

 

 



ぼくが台中日本人学校に来た年、２００５年。この年は、水泳記録会やマラソン大会でメダルを取った。学

習発表会、運動会でとてもがんばった。２００５年は、うれしい年だった。２００６年も、とてもうれしい年

にしたい。メダルを取れないことのないようにしたい。できれば、これからの年もこんなふうにしたい。 

 

２００５年は、マラソン大会、水泳記録会、運動会、秋祭り、宿泊学習といろいろなぎょう事がうまく行う

ことができて、いい思い出が残りました。でも、もうすぐ１年たちます。１年たったら僕たち３年生は、４年

生になります。４年生になったら、３年生でしたことがうまくなるかもしれません。だから、２００６年は、

もっといい思い出が残るようにしたいと思います。 

 

２００５年は、とてもいい年で、楽しかったから、２００６年はその倍の倍の倍くらい楽しくていい年で、

それにいっぱい遊んでべん強して何でもできるようにして、友だちを作って、２００５年の倍の倍の倍の倍く

らい、２００６年はとてもいいことをするようにしたいです。 

 

２００５年はマラソン大会で○○くんに勝ちました。体育の時間にポートボールですごくがんばりました。

算数の時間、計算が速くできました。２００６年は、マラソン大会で○○くんをぬかせるようにがんばりたい

です。計算で○○さんに勝ちたいです。ポートボールをもっとじょうずになりたいです。 

 

２００５年、ぼくはマラソン大会で最後の順位が７位でした。そして水泳記録会でも２番で、メダルをもら

えませんでした。運動会は白組が勝ってうれしかったです。２００６年はマラソン大会で２人以上ぬかしたい

です。水泳記録会は新記録を出してメダルをもらいたいです。運動会も続けて勝ちたいです。たっせいするよ

うにがんばりたいです。 

 

わたしたち３年生はよくけんかをしているクラスです。この１年はみんなよくけんかをしていたので、来年

２００６年はなかのいいクラスにしたいです。わたしは、２００６年は勉強をがんばりたいです。そしていい

せいせきをとりたいです。そして、友だちを大切にしたいです。 

 

２００５年は運動会や水泳記録会、マラソン大会、いろいろな行事があってたいへんでした。でもがんばり

ました。２００６年は毎日楽しくやっていきたいです。そして、いろいろな行事に参加して、みんなで協力し

てやりたいです。２００６年はすごくすごく楽しみです。 

 

２００５年では水泳の時間で１・２年生の時にできなかったクロールができて、水泳大会の１３メートルク

ロールで１３秒１のタイムが出せました。汝 國小で風船を作ったり風船ふみゲームをしたりしました。学習

発表会でがんばってナレーターのセリフを言いました。２００５年はとても楽しかったです。２００６年はテ

ストの点数がもっとよくなるようにがんばりたいです。 

 



２００５年はいい年で楽しくておもしろい年で幸せな年でした。いっぱいべん強しいっぱいものを学んで、

とても思い出にのこった年でした。２００６年はもっと楽しいおもしろい元気な年にしたいです。いい年、幸

せな年、うれしい年、健こうな年、きれいな年、思い出に残る年、がんばる年、とても心にのこる年にしたい

と思っています。 

 

２００５年はいろいろな行事がありました。たとえば、学習発表会や運動会や水泳記録会、マラソン大会、

クリスマス、いろいろな行事がありました。全部の行事に参加できました。とてもうれしいです。マラソンや

水泳は全力でがんばれました。２００６年は楽しくしたいです。 

 

２００５年は学習発表会とマラソン大会でがんばり、いっしょうけんめいがんばりました。２００６年は家

でお母さんのお手つだいをし、３時間べん強して、学校でできるだけ１００点を取って、字をていねいに書い

て、習字の字をていねいに書いてわすれ物をなくして、友だちとケンカしないで、さい後にわがまま言わない、

とてもいい年にしたいです。 

                

２００５年は秋祭り、マラソン大会、学習発表会、水泳記録会、汝 國小との交流会など、とても楽しいこ

とがいっぱいでした。そして２００６年はなかよく、まじめに、どんなことも全力でしたいと思っています。

そして転入してきた友だちとも、なかよく遊んであげたいです。これが２００６年の目ひょうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます。

本年もよろしくお願いします。                                           

３年生一同 



おいでんせえ倉敷へ 
  教務主任 

 

 あけましておめでとうございます。 

 早いもので，ペンリレーを書くのも４回目。今回が最後のペンリレーになります。そこで，私が帰る故郷に

ついて紹介したいと思います。（一部の先生から普通一年目に書くことだと言われたのですが，そんなことに

はめげません。） 

 岡山と言えば，「桃太郎」，桃太郎と言えば「吉備団子」。果物では，桃，桃は桃でも「白桃」，そしてブドウ

の王様「マスカット」，ほっぺたが落ちそうなほど美味しい。黒い外見に金が施され金烏城と言われる「岡山

城」，そして日本三大名園の 1つ「後楽園」。この他，紹介したいことがたくさんあるのですが，私の住む倉敷

に焦点を絞って紹介したいと思います。 

 倉敷といえば，なんといっても白壁と蔵屋敷の街「美観地区」。ここは，江戸時代に幕府直轄地の「天領」

として栄えた倉敷の中心だった場所。現在でも，倉敷川の畔は、商人の町家や白壁の土蔵が立ち並び、昔なが

らの雰囲気を醸し出しています。倉敷川周辺はガイドブックに多く紹介されていますが，そこから小さな路地

裏を入ってみても当時の建物が修復・再生され、ギャラリーや喫茶店、土産物店などに利用されています。 

 美観地区の中には，「大原美術館」があります。美観地区にありながら西洋風の建物。中には，エル・グレ

コの「受胎告知」、ゴーギャンの「かぐわしき大地」をはじめ、モネ、クールベなど世界の名画が展示さ

れています。また，美観地区の外れに，「アイビースクエア」があります。ここは，明治時代の紡績工場の

跡で壁に茂るツタが名前の由来です。中には紡績の資料館やオルゴールショップ、喫茶店もありゆっくりと周

ることが出来ます。宿泊施設になっており，結婚式もできますよ。 

 最近では，駅からすぐの「倉敷チボリ公園」も有名。ここは，デンマークのチボリ公園と提携して作られた

テーマパークです。花や緑が多く，アンデルセンの童話を紹介するパビリオンもあります。駅と隣り合わせと

なっており街の中にあるため，ジェットコースターは消音タイプになっています。また，駅北口からチボリ公

園前に広がる「アンデルセン広場」にはデンマークのコペンハーゲン市庁舎を模した大きな時計塔があり、そ

れはからくり時計になっています。アンデルセンの童話から「はだかの王様」、「しっかり者のすずの兵隊」、

「マッチ売りの少女」、「人魚姫」を約６分間演じます。一見の価値があります。 

 駅周辺から離れ南部に行くと，大工場地帯の「水島コンビナート」，美しい橋が連なる「瀬戸大橋」，瀬戸大

橋の近くには遊園地の「鷲羽山ハイランド」等まだまだ見所満点です。もっともっと紹介したいのですが，後

は実際に来て見ていただければと思います。 

 「おいでんせえ，倉敷へ！」  ご一報いただければ，ご案内いたします。 
 

 

 

 

 



図書紹介 

 

 

 「たまには教育書以外の本を   。」そう思って本屋に行ったはずが、つい手にした本は、

学校に関係のある本でした。 

「みんな昔は子供だった。しかし大人になると、子供のころの気持ちを忘れてしまう。そこに教

育の難しさがある。」 

いつか聞いたこんな言葉が頭をよぎって手にした本の題名は、全くその名の通り「みんな昔は

子供だった」（角川書店）という本でした。 

読み始めてすぐ、私は、台湾に赴任する直前に通っていた学校を思い出しました。そこは、県

境にある小さな学校でした。 

その前、７００人規模の比較的大きな学校にいた私は、田舎の小さな学校に行きたくて転勤希

望を出しました。そして赴任した学校は、海と山の両方が楽しめる、本当にのどかな環境にある

学校でした。体育の授業をしていると、地域のおじいちゃんやおばあちゃんが山の畑に行くため

にグラウンドを横切ります。上からは、今畑仕事を終えたというおじいちゃんが、一輪車を押し

て下りてきます。「先生んちには、こんなのねぇだろ。」と言って、泥付きの太いねぎや椎茸をど

っさり置いていってくださったときもありました。 

ところが赴任して２年目。学校の統合が決まりました。統合とは、小さな学校にとっては廃校

です。 

そのときの校長先生は、その学校出身の方でした。そのときたまたまその学校に赴任している

私たち‘平教員’に比べると、校長先生の学校廃校に対する思いは、とても大きなものでした。

「学校は単なる学びの場所ではない。地域のよりどころ。地域の中心。」そんな思いがあったよ

うに思います。実際、地域の運動会も祭りも、避難訓練も、多くのことが学校で行われました。

地域の『信頼』が集まる場所のように私には思われました。 

この本の舞台となっている学校も、廃校が決定します。 

いくらお金を使っても建てることができない学校があります。受けることができない教育があ

ります。その場所で、その人とでないと、受けられない教育があります。一期一会    、ま

さに「教育は人なり」です。 

そんなことを私に思い出させた本でした。 

今年も、台中日本人学校がそんな場所であることを願います。 


